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※国内での新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、掲載しているイベントなどの開催を
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〇
調
査
の
流
れ

　
調
査
は
９
月
中
旬
か
ら
１
カ
月

程
度
実
施
し
ま
す
。
９
月
中
に
調

査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
、
世
帯

人
数
を
聞
き
取
り
、
調
査
票
を
配

布
し
ま
す
。

〇
調
査
項
目

　
皆
さ
ん
に
ご
回
答
い
た
だ
く
項

目
は
、
全
16
問
。
世
帯
の
皆
さ
ん

の
居
住
や
就
業
な
ど
を
お
聞
き
し

ま
す
。
調
査
の
期
日
で
あ
る
令
和

２
年
10
月
１
日
現
在
の
状
況
を
ご

回
答
く
だ
さ
い
。

〇
調
査
票
の
回
収
後

　
皆
さ
ん
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た

調
査
票
は
、
町
に
集
め
ら
れ
、
記

入
漏
れ
や
誤
り
な
ど
を
確
認
し
ま

す
。
そ
の
後
、
全
国
の
調
査
票
が

総
務
省
統
計
局
に
集
め
ら
れ
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
集
計
が
行

わ
れ
ま
す
。
集
計
後
の
調
査
結
果

は
、
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
形
で

利
用
・
提
供
さ
れ
ま
す
。

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
つ
い

て
　
国
勢
調
査
は
、
お
手
持
ち
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
ご
回
答
い
た

だ
け
ま
す
。
前
回
の
平
成
27
年
国

勢
調
査
で
は
、
日
本
に
住
む
約

５
３
０
０
万
世
帯
の
う
ち
約
２
０

０
０
万
世
帯
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
回
答
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
で

も
約
４
割
の
世
帯
の
方
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
活
用
い
た
だ
き

ま
し
た
。

調
査
の
概
要
と
流
れ

　５年に１度の日本で最も重要な統計調査「国勢調査」を、令和２年10月１日を基準日に実施し
ます。新型コロナウイルス感染症に負けずみんなで参加して、みんなで日本のみらいをつくって
いく。１００年目の「＃みんなの国勢調査」、９月14日からインターネット回答がはじまります。

問い合わせ
企画財政課広報広聴班
☎ ３３０

　
調
査
員
か
ら
配
布
さ
れ
た
調
査

書
類
の
中
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
用
の
書
類
と
、
紙
で
の
回

答
用
の
書
類
が
入
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
調
査
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
郵

送
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

〇
調
査
票
が
届
い
た
ら
⋮

回
答
の
し
か
た

インターネット回答利用
ガイドに書かれたＩＤ・
パスワードを使い、ス
マートフォンやパソコン
からご回答ください。

インターネット回答

※インターネットで回答をされた方は、
紙の調査票の提出は不要です。

※訪問時に代表者の氏名と男女別
の世帯人数をおたずねします。

９月14日㈪
  ～10月７日㈬

10月１日㈭
  ～10月７日㈬

９月14日㈪
  ～９月30日㈬
調査票の配布期間インターネット回答期間郵送回答期間

完了

完了

調査票の記入のしかたを
見ながら、調査票に鉛筆
でご記入ください。

郵送回答
調査票は、同封の郵送提
出用封筒へ封入の上、ポ
ストに投函してくださ
い。切手は不要です。

郵送回答

マートフォンやパソコン
からご回答ください。
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Ｑ
．
全
員
が
回
答
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
？

Ａ
．
国
勢
調
査
は
、
日
本
で
最
も

大
切
な
統
計
調
査
で
す
。
そ
の
た

め
調
査
へ
正
し
く
回
答
す
る
こ
と

が
統
計
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
一
人
暮
ら
し
の
学
生
や
外
国

人
に
も
回
答
義
務
は
あ
る
？

Ａ
．
令
和
２
年
10
月
１
日
に
日
本

に
住
ん
で
い
る
全
て
の
人
が
、
そ

の
居
住
地
で
回
答
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
住
民
票
な
ど
の
届
出
場

所
に
関
係
な
く
、
ふ
だ
ん
住
ん
で

い
る
場
所
で
調
査
に
ご
回
答
く
だ

さ
い
。

Ｑ
．
住
民
基
本
台
帳
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
あ
る
の
で
、

国
勢
調
査
は
必
要
な
い
の
で
は
？

Ａ
．
一
人
暮
ら
し
の
学
生
や
施
設

に
い
る
お
年
寄
り
な
ど
、
必
ず
し

も
実
際
に
住
ん
で
い
る
場
所
が
住

民
基
本
台
帳
と
一
致
し
な
い
方
が

い
る
た
め
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る

場
所
で
行
う
国
勢
調
査
が
必
要
で

す
。そ
し
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個

人
番
号
）
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
範
囲
以
外
で
の
利
用
・
提
供
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
勢
調
査
で
は
働
く
人

の
数
や
、
昼
間
と
夜
の
人
口
の
違

い
な
ど
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
得

ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
．
回
答
し
た
情
報
は
保
護
さ
れ

る
？

Ａ
．
調
査
員
を
は
じ
め
、
調
査
に

携
わ
る
人
に
は
、
統
計
法
に
よ
っ

て
厳
重
な
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
回
答
い
た
だ

い
た
調
査
票
は
厳
重
に
管
理
し
、

集
計
完
了
後
は
完
全
に
溶
か
し
て

し
ま
う
な
ど
の
処
理
が
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
回
答
内
容
を
統
計
調
査

以
外
の
目
的
（
税
の
賦
課
な
ど
）

に
利
用
す
る
こ
と
は
、
統
計
法
で

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
心

し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
調
査
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

Ａ
．
総
務
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
非

常
勤
の
国
家
公
務
員
で
、
主
に
地

域
に
お
住
ま
い
の
方
々
が
従
事
し

て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
の
Ｑ
＆
Ａ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
町
で
は
皆

さ
ま
と
調
査
員
の
安
心
・
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
以
下
の
対
策
を

講
じ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
従
来
の
対
面
方
式
か
ら
﹁
非
接

触
﹂
を
基
本
と

す
る
方
式
へ

調
査
票
の
配
布

　
こ
れ
ま
で
国
勢
調
査
は
、
調
査

員
が
各
世
帯
の
方
と
対
面
で
調
査

の
方
法
を
説
明
し
世
帯
人
数
を
聞

き
取
り
、
調
査
票
を
手
渡
し
し
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
調
査
員
は

原
則
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
越
し
に
聞

き
取
り
を
行
い
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

に
よ
り
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
国
勢
調
査
の
対
応
に
つ
い
て

調
査
へ
の
回
答

　
世
帯
の
皆
さ
ま
が
調
査
へ
回
答

さ
れ
る
際
は
、
調
査
員
の
訪
問
に

よ
る
回
収
を
避
け
、
原
則
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
郵
送
で
の
回
答
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
調
査
員
へ
の
感
染
対
策

感
染
防
止
の
た
め
に

　
調
査
員
に
は
マ
ス
ク
・
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
な
ど
を
配
布
し
、
調

査
活
動
中
の
着
用
を
徹
底
し
ま
す
。

　
　健

康
管
理
の
指
導

　
調
査
員
説
明
会
に
お
い
て
、
健

康
管
理
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
、

調
査
に
当
た
る
う
え
で
の
心
得
に

つ
い
て
説
明
・
指
導
し
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
中
は
検
温
な
ど
の

体
調
管
理
を
徹
底
し
、
健
康
状
態

が
良
く
な
い
場
合
は
直
ち
に
調
査

活
動
を
中
止
・
新
た
な
調
査
員
へ

の
交
替
を
行
い
ま
す
。

衛
生
管
理

　
調
査
員
説
明
会
な
ど
、
調
査
関

係
者
が
集
ま
る
場
で
の
人
数
制

限
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
・
検
温
・

換
気
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

国勢調査をかたる「かたり調査」にご注意ください
　国勢調査をかたる詐欺や不審な調査にご注意ください。「かたり調査」とは、個人
情報を聞き出そうとしたり、調査員のふりをして調査票をだましとったりしようとす
るもので、全国で事例が発生しています。本来の国勢調査員は、写真入りの調査員証
と腕章を携帯していますので、不審なときはご確認ください。また、国勢調査で預金
や収入、負債、銀行口座の暗証番号やクレジットカード番号などをお聞きすることは
絶対にありません。「かたり調査」が疑われるときは、回答せず、企画財政課広報広
聴班までご連絡ください。

3

町からのお知らせ広報 ニューしすい　S H I S U I  2020. 9. 1

調査員が携帯している調査
員証（上）と腕章（下）の見本



4

９月１日は「防災の日」です
　
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
が
起
き
た

時
に
、
あ
わ
て
ず
に
行
動
が
で
き

る
よ
う
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
「
自
助
」
の
意
識
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
頃
か

ら
避
難
場
所
や
非
常
持
ち
出
し
品

を
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
行

動
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
隣
近
所
の
協
力
も
必
要

と
な
り
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
住

む
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
「
共
助
」
の
意
識
を
地
域
の

皆
さ
ん
で
共
有
し
、
災
害
が
起
き

た
時
に
自
治
会
や
事
業
所
な
ど
が

地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し
て
、
助
け

合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
た
協
力
体
制
が

重
要
で
す
。
災
害
に
備
え
て
、
あ

ら
た
め
て
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん

で
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

︻
災
害
時
避
難
行
動
︼

震
災
の
場
合

　
地
震
発
生
時
に
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
タ
ン
ス
や
棚
な
ど
の
家
具
か
ら

離
れ
、
机
の
下
な
ど
に
隠
れ
て
、

自
分
の
身
を
守
る
。

・
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
台
所
な

ど
の
火
元
を
確
認
し
、
ブ
レ
ー
カ

ー
を
切
り
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
じ

る
。

・
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
ド
ア
な
ど

を
開
け
て
、
出
口
を
確
保
す
る
。

・
災
害
に
よ
る
混
乱
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
、
交
通
情
報
や
被

害
情
報
な
ど
を
入
手
し
、
落
ち
着

い
て
行
動
す
る
。

土
砂
災
害
の
場
合

　
大
雨
や
地
震
が
発
生
し
た
場
合

に
、
崖
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
の

危
険
の
あ
る
場
所
か
ら
離
れ
て
身

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
よ
う
な
前
兆
を
発
見
し
た

ら
、
総
務
課
危
機
管
理
室
に
情
報

を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

・
斜
面
に
亀
裂
が
で
き
る

・
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す

・
小
石
が
斜
面
か
ら
落
ち
て
く
る

・
斜
面
か
ら
地
鳴
り
が
聞
こ
え
る

浸
水
害
の
場
合

　
大
雨
に
よ
る
浸
水
害
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
自
宅
の
２
階
な
ど

高
い
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
有

効
で
す
。

　
激
し
い
雨
や
浸
水
、
夜
間
で
歩

行
が
危
険
な
場
合
は
、
建
物
の
上

の
階
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応

　

｢
避
難｣
と
は｢

難｣

を｢

避

け
る｣
こ
と
で
あ
り
、
自
宅
で
の

安
全
確
保
が
可
能
な
人
は
、
感
染

リ
ス
ク
を
負
っ
て
ま
で
避
難
所
へ

行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
宅
が
危
険
な
場
合
も
避
難
先

は
町
指
定
の
避
難
場
所
で
は
な

く
、
安
全
な
場
所
に
住
ん
で
い
る

親
戚
や
知
人
宅
な
ど
に
避
難
す
る

こ
と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

︻
災
害
時
の
情
報
伝
達
︼

　
町
で
は
、
防
災
・
災
害
に
関
す

る
情
報
を
次
の
方
法
で
発
信
し
て

い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

　
自
然
災
害
や
非
常
事
態
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
町
内
各
所
に
設
置

し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
聞
き

逃
し
た
場
合
は
、
防
災
行
政
無
線

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
０
１
２
０

（
１
７
７
）
７
０
９
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

し
す
い
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
内

容
を
文
字
情
報
と
し
て
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
配
信
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
配
信
を
希
望
す
る
場
合
は
、
利

用
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
登
録
方
法

　
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

か
、
登
録
用
ア
ド
レ
ス s_town_

soum
u@

y.bm
d.jp

に
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場

合
、
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
が
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。「tow

n.
shisui.chiba.jp

」
ド
メ
イ
ン

か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
よ
う

に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
避
難
に
備
え
て
︼

　

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、

電
気
や
ガ
ス
、
水
道
、
通
信
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
も
自
力
で

生
活
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
飲

料
水
や
非
常
食
な
ど
を
備
蓄
し
て

お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
自
宅
が
被
災
し
た
と
き

は
、
安
全
な
場
所
に
避
難
し
、
そ

こ
で
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
避
難
所
生
活
に
必
要
な

も
の
（
非
常
用
持
ち
出
し
品
）
を

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
て
、
い

つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

８
月
30
日
〜
９
月
５
日
は
防
災
週
間

  
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
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︻
災
害
発
生
時
に
お
け
る
段
ボ
ー

ル
製
品
の
調
達
に
関
す
る
協
定
︼

　
７
月
27
日
、
セ
ッ
ツ
カ
ー
ト
ン

株
式
会
社
と
「
災
害
発
生
時
に
お

け
る
段
ボ
ー
ル
製
品
調
達
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
、
町
内
で
災
害
が
発

生
、
ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
お
け
る
避
難
所
の
設
営

に
必
要
な
物
資
の
調
達
に
関
す
る

協
定
で
、
段
ボ
ー
ル
製
簡
易
ベ
ッ

ド
や
段
ボ
ー
ル
製
間
仕
切
り
な
ど
、

同
社
が
取
り
扱
う
商
品
を
優
先
的

に
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
に
対
応
し
た
避
難
所
の

設
営
や
、
公
共
施
設
な
ど
に
お
い
て
の
災
害
や
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合

の
消
毒
作
業
な
ど
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
非
常
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

︻
災
害
時
及
び
感
染
症
発
生
時
に

お
け
る
防
疫
業
務
に
関
す
る
協
定
︼

　
８
月
４
日
、
一
般
社
団
法
人
千

葉
県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会

と
「
災
害
時
及
び
感
染
症
発
生
時

に
お
け
る
防
疫
業
務
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
、
町
内
で
災
害
ま
た

は
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
に
、

感
染
症
の
拡
大
を
防
ぎ
、
町
民
生

活
の
安
定
を
回
復
す
る
た
め
、
町

内
公
共
施
設
お
よ
び
各
指
定
避
難

所
な
ど
に
お
け
る
防
疫
業
務
に
つ

い
て
、
同
協
会
に
町
が
要
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
備
え
て

　
　
　
　
　
２
つ
の
協
定
を
締
結

　
総
務
省
で
は
、
電
波
法
令
な
ど

の
改
正
に
伴
い
、
ア
ナ
ロ
グ
電
波

の
防
災
行
政
無
線
か
ら
デ
ジ
タ
ル

電
波
の
防
災
行
政
無
線
へ
の
移
行

を
推
進
し
て
お
り
、
現
在
町
で
使

用
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
の
ア

ナ
ロ
グ
電
波
を
令
和
４
年
11
月
30

日
を
も
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
の
防
災
行
政
無

線
が
運
用
開
始
か
ら
25
年
以
上
経

過
し
、
施
設
な
ど
の
老
朽
化
が
進

み
、
町
で
は
防
災
行
政
無
線
の
ア

ナ
ロ
グ
電
波
か
ら
デ
ジ
タ
ル
電
波

へ
の
更
新
作
業
を
平
成
28
年
度
か

ら
行
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
に

完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
電
波
に
移
行
す
る
こ

と
で
現
在
お
使
い
の
防
災
ラ
ジ
オ
、

お
よ
び
戸
別
受
信
機
は
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。（
防
災
ラ
ジ
オ

の
Ａ
Ｍ
・
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
と
し
て
の

機
能
は
、
そ
の
ま
ま
お
使
い
に
な

れ
ま
す
。）
こ
れ
ま
で
防
災
ラ
ジ

オ
や
戸
別
受
信
機
を
ご
利
用
さ
れ

て
い
た
方
々
に
は
、
大
変
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ナ
ロ
グ
放
送
停
止
予
定
日

令
和
３
年
２
月
13
日
㈯

　町では、地域防災の担い手となる人材を育成し、地域防災力の向上を目的に次のとおり受講・受験者を募集
します。
対　象　酒々井町に住所を有し、防災リーダーとして町内の自主防災組織などで活躍する意志のある方で、当
該自治会の長、または自主防災組織の長の推薦を受けた方
受講日時　12月12日㈯　９時30分～17時40分、12月13日㈰　９時～16時30分の２日間
受験日時　12月13日㈰　17時15分～18時15分
会　場　千葉科学大学（銚子市潮見町３）
費　用　21,000円（受講料16,000円＋登録料5,000円）
補助金額　21,000円（資格を取得した方に、後日振り込みます）
定　員　５人（先着順）
締め切り　９月25日㈮
※防災士とは、「社会のさまざまな場で減災と社会の防災力向上のための活動が期待され、かつ、そのために
充分な意識・知識・技能を有する者」としてＮＰＯ法人日本防災士機構が認定するものです。

「防災士」養成講座受講・受験者募集
【町防災士育成補助事業】

▲（写真左から）政井つくば工場長、西村課長、
菅沼課長代理、小坂町長、齊藤副町長、石井課長

▲（写真左から）矢代会長、小坂町長

申し込み・問い合わせ　総務課危機管理室☎ ２１１・２１２・２１６

防
災
行
政
無
線
が
ア
ナ
ロ
グ
電
波

か
ら
デ
ジ
タ
ル
電
波
へ
移
行
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スポーツ・レクリエーション祭
中止のお知らせ

酒々井町ふるさとまつり
中止のお知らせ

使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置

計
画
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
の
基
準
と
な
る
事
業
収
入

の
減
収
率
と
軽
減
率
は
〈
表
〉
の

と
お
り
で
す
。

　
「
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関

等
」に
お
い
て
必
要
事
項
の
確
認・

証
明
を
受
け
、
町
へ
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の　
「
認
定
経

営
革
新
等
支
援
機
関
等
」の
確
認・

証
明
な
ら
び
に
提
出
し
た
書
類
一

式
・
特
例
措
置
に
関
す
る
申
告
書

申
告
期
限　
令
和
３
年
２
月
１
日

㈪
（
期
限
を
過
ぎ
た
申
告
は
、
受

理
で
き
ま
せ
ん
。）

先
端
設
備
導
入
計
画
に
基
づ
く
新

規
設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産
税

の
軽
減

　
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
な

が
ら
も
、
先
端
設
備
導
入
計
画
に

基
づ
く
新
規
設
備
投
資
を
行
っ
た

中
小
事
業
者
な
ど（
※
）に
対
し
、

対
象
の
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産

税
（
償
却
資
産
・
事
業
用
家
屋
、

お
よ
び
構
築
物
）
の
課
税
標
準
が

３
年
間
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の　
特
例
適
用

資
産
申
告
書
（
対
象
と
な
る
資
産

の
明
記
は
償
却
資
産
申
告
書
で
も

　
使
用
済
み
の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
（
全
メ
ー
カ
ー
）
は
、
捨
て

ず
に
回
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再

利
用
さ
れ
、
新
た
な
資
源
と
し
て

有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご

み
の
減
量
化
や
Ｃ
Ｏ
2
を
抑
制
す

る
こ
と
で
地
球
環
境
の
保
全
に
も

貢
献
し
ま
す
。

　
設
置
場
所
は
、
中
央
庁
舎
１
階

と
分
庁
舎
１
階
で
す
。
循
環
型
社

会
の
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
一
定
の
要

件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
、
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽

減
　

感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

一
定
以
上
の
事
業
収
入
が
減
少
し

て
い
る
中
小
事
業
者
な
ど
（
※
）

に
対
し
、
令
和
３
年
度
分
に
限

り
、
事
業
用
家
屋
・
設
備
な
ど
の

償
却
資
産
の
固
定
資
産
税
、
都
市

可
。
た
だ
し
、
申
告
書
、
お
よ
び

明
細
に
明
確
に
記
載
の
こ
と
）・

先
端
設
備
等
導
入
計
画
認
定
書（
写
）

申
告
期
限　
令
和
３
年
２
月
１
日

㈪
（
期
限
を
過
ぎ
た
申
告
は
、
受

理
で
き
ま
せ
ん
。）

中
小
事
業
者
な
ど（
※
）と
は

①
資
本
金
、
ま
た
は
出
資
金
が
１

億
円
以
下
の
法
人

②
資
本
、
ま
た
は
出
資
を
有
し
な

い
法
人
の
場
合
、
従
業
員
千
人
以

下
の
法
人

③
従
業
員
千
人
以
下
の
個
人

　
な
お
、
詳
細
や
申
告
な
ど
に
つ

い
て
は
、
中
小
企
業
庁
、
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
告
先
・
問
い
合
わ
せ　
税
務
住

民
課
資
産
税
班
☎

１
１
５

税務
住民

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

　
　
固
定
資
産
税・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置

　毎年11月に中央台公園と中央公民館を会場に、
町の生産品や産業の紹介、野菜や特産品の即売など
を行っている「酒々井町ふるさとまつり」は、新型
コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、
今年度の開催を中止とします。
問い合わせ　経済環境課農政振興班☎ ３４１・３
４３

　毎年10月に開催している軽スポーツを中心とし
たスポーツの祭典「スポーツ・レクリエーション祭」
は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止す
るため、今年度の開催を中止とします。
問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班☎（４９６）
５３３４

＜表＞減収率

令和２年度２月～ 10 月までの任意の連続
する３カ月間の事業収入の対面年同期比減
少率

軽減率

50 パーセント以上減少 全額

30 パーセント以上 50 パーセント未満減少 ２分の１

※他の軽減措置との重複適用はできません。

問
い
合
わ
せ　
経
済
環
境
課
環
境

対
策
室
☎

３
４
２
・
３
４
４

経済
環境

固定
資産税都市

計画税
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75
歳
の
方
の
歯
科
検
診
を
実
施

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
中
、
継
続

し
て
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
な
業

務
で
あ
る
医
療
・
福
祉
事
業
者
な

ど
の
従
事
者
を
支
援
す
る
た
め
慰

労
金
を
支
給
し
ま
す
。

対　

象　
令
和
２
年
１
月
30
日
か

ら
６
月
30
日
の
間
に
お
い
て
、
町

内
に
所
在
す
る
病
院
・
診
療
所
・

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
所
・

児
童
養
護
施
設
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
な
ど
に
勤
務
し
、
か
つ
そ

の
間
で
10
日
以
上
勤
務
し
た
職
員

支
給
額　
職
員
一
人
に
つ
き
１
万

円申
請
方
法　
各
法
人
な
ど
が
申
請

書
お
よ
び
必
要
書
類
を
添
付
し
て

各
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
期
限　
11
月
30
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ　
（
医
療
関
係
）
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
９
６
）
０
０

９
０
、（
障
害
関
係
）
健
康
福
祉

課
福
祉
班
☎

１
３
５
、（
介
護

関
係
）
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
班

☎

１
３
２　

　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
次
の
75
歳
の
方
を
対

象
に
歯
科
口
腔
健
康
診
査
（
歯
科

健
診
）
を
実
施
し
ま
す
。

対　

象　
昭
和
19
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者内　

容　
①
口
腔
診
査（
む
し
歯・

歯
周
病
検
診
、
か
み
合
わ
せ
チ
ェ

ッ
ク
、
舌
の
動
き
、
物
を
飲
み
込

む
力
、
入
れ
歯
の
状
態
）
②
口
腔

衛
生
指
導
（
む
し
歯
・
歯
周
病
予

防
方
法
、歯
み
が
き
の
方
法
な
ど
）

　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大

予
防
対
策
を
講

じ
て
い
る
、
医

療
・
福
祉
事
業

者
な
ど
に
対
し
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

対　

象　
令
和
２
年
１
月
30
日
時

点
に
お
い
て
町
内
に
所
在
す
る
病

院
・
診
療
所
・
薬
局
・
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
事
業
所
・
児
童
養
護

施
設
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な

ど支
給
額　
50
万
円
（
職
員
数
50
人

以
上
）、
30
万
円
（
20
人
以
上
50

人
未
満
）、
10
万
円
（
20
人
未
満
）

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
付
し
、
各
問
い
合
わ
せ
先
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
期
限　

11
月
30
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ
（
医
療
関
係
）
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
（
４
９
６
）
０
０
９

０
、（
障
害
関
係
）
健
康
福
祉
課

福
祉
班
☎

１
３
５
、（
介
護
関

係
）
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
班
☎

１
３
２　 医

療・福
祉
事
業
者
等

支
援
給
付
金
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
踏
ま
え
、
不
安
を
抱
え

な
が
ら
妊
娠
期
を
過
ご
し
、
子
ど

も
を
出
産
し
た
母
親
に
特
別
出
産

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

給
付
対
象
児　
令
和
２
年
４
月
28

日
か
ら
令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で

に
出
生
し
た
児
で
あ
り
、
本
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
出
生
後
最
初
に

記
録
さ
れ
て
い
る
方

支
給
対
象　
給
付
対
象
児
と
同
居

す
る
母

支
給
額　
給
付
対
象
児
一
人
に
つ

き
10
万
円

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
付
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
期
限　
給
付
対
象
児
の
出
生

し
た
日
の
属
す
る
月
の
３
カ
月
後

の
末
日

※
令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
８
月

31
日
ま
で
に
出
生
し
た
給
付
対
象

児
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

（
４
９
６
）
０
０
９
０

費　

用　
無
料

受
診
回
数　
１
回

受
診
期
間　
９
月
１
日
㈫
～
令
和

３
年
１
月
29
日
㈮

受
診
方
法　
対
象
者
に
は
、
８
月

末
ま
で
に
町
か
ら
案
内
通
知
（
受

診
票
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
歯
科

健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
内

協
力
医
療
機
関
〈
表
〉
に
直
接
予

約
し
、
受
診
時
は
受
診
票
と
被
保

険
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
町
外
の
医
療
機
関
は
、
千
葉
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
３

健康
福祉

健康
福祉

医
療・福
祉
事
業
者
等

従
事
者
慰
労
金
支
給
事
業

特
別
出
産
給
付
金

支
給
事
業

健康
福祉

健康
福祉

＜表＞町内協力医療機関
医療機関名 電話番号

梅村歯科医院 ☎（４９６）７７７４
宮野歯科医院 ☎０４７６（２６）１１８８
アップル歯科クリニック ☎（４９６）９６１１
ひら歯科医院 ☎（４８１）７７０７
すばる歯科医院 ☎（４９７）０６４８
しすい駅前歯科医院 ☎（４９６）４１２３
酒々井東デンタルクリニック ☎（４８１）６８３０
おがた歯科医院 ☎（４９６）８４５０

スマホで読める 広報ニューしすい配信中

ＱＲコードから
「マチイロ」専用
アプリをダウン
ロード

マチを好きになるアプリ
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老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受

け
ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済

　
６
月
10
日
、
千
葉
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、

人
権
擁
護
委
員
の
林
洋
子
さ
ん
が

千
葉
地
方
法
務
局
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
林
委
員
は
、
町
内
小
中
学
校
で

の
人
権
教
室
の
開
催
や
、
人
権
問

題
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み

と
人
権
啓
発
の
普
及
に
貢
献
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
た
び
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
人
権

推
進
室
☎

１
３
７

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
林
洋
子
さ
ん

受
賞
お
め
で
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

期
間
や
免
除
期
間
が
原
則
と
し
て

10
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た

だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

　
な
お
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
を
持
つ
方
も
国
民
年
金
に
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
１
・
１
２
２

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

家具転倒防止器具等
取付費を一部補助

　地震による家具の転倒などの被害から
高齢者の身体の安全を確保するため、町
内に住民登録している75歳以上の一人
暮らし、75歳以上の方だけで構成され
ているなどの世帯主の方に家具転倒防止
器具などの購入や取り付け費用に対し
て、１万円まで補助します。
　詳しくは、健康福祉課福祉班までお問
い合わせください。
問い合わせ　健康福祉課福祉班☎ １３
３

健康
福祉

◆入会してみようかな？
入会の理由で多いのは
　　健康のため・小遣い程度の収入が欲しい・地元への貢献

現在会員の平均年齢は約 73歳です
60 歳以上で、働く意欲のある方なら入会OKです　

～お気軽に☎で相談してください～

公益社団法人　酒々井町シルバー人材センター
酒々井町酒々井 167-5　　☎043-496-4077（土日祝☎受付は休みです）

入会してみた感想で多いのは
　　自分のペースで就業出来る・良い仲間と知り会えた・益々健康

URL　http://www.shisui-silver.jp/

広告

林
はやし

　洋
よう こ

子さん

健康
福祉取付費を一部補助
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秋
口
に
お
け
る
日
没
時
間
の
急

激
な
早
ま
り
と
と
も
に
、
例
年
、

夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
は
、
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
交

通
事
故
が
多
発
し
、
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
死
亡
事
故
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
か
け

が
え
の
な
い
命
を
社
会
全
体
で
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、幼
児・

児
童
な
ど
に
基
本
的
な
交
通
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
を
習
慣
付
け
る
と
と

　
町
で
は
町
民
の
安
全
で
快
適
な

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
道
路

や
河
川
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
く

に
あ
た
り
、
用
地
の
提
供
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。そ
の
際
、

事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
土
地

の
代
わ
り
の
土
地
（
代
替
地
）
を

希
望
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
希
望
に

応
え
る
た
め
、
代
替
地
候
補
と
し

て
土
地
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

公
共
事
業
用
地
の
取
得
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
の
制
度
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
所
有
地
の
処
分
を
お
考
え
の
方

は
、
こ
の
制
度
を
ご
検
討
の
上
、

代
替
地
登
録
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
課
計

画
整
備
班
☎

１
５
５

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

夕
暮
れ
の　
一
番
星
は　
反
射
材

　皆さんがトイレや台所などで使用して汚れた水は、下
水管を通って千葉市の花見川終末処理場へ運ばれ微生物
の力によってきれいな水に処理され、東京湾へ放流され
ています。
　しかし、下水道の使い方を誤ると管がつまったり破損し
たり、また処理場で汚水を処理できない場合もあります。
そこで、施設の機能の維持や環境を守るためにも日ごろ
の使い方をもう一度ご確認ください。
①台所のゴミは流さない
②水洗トイレには溶ける紙を使用
③洗剤は無リン洗剤を使用
④オイルやガソリンは爆発の危険があるので流さない
⑤マンホールやマスにゴミや土砂を捨てない
⑥下水道管やマスの近くに木を植えない
問い合わせ　上下水道課工務班☎（４９６）７７２５

就
学
時
の

　
　
健
康
診
断

学校
教育

公
共
事
業
用
地
の

取
得
に
伴
う
代
替
地
の

登
録
制
度
を
開
始

まち
づくり

　
来
年
（
令
和
３
年
）
４
月
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
児
童
を
対
象
に

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

対　

象　
平
成
26
年
４
月
２
日
～

平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お

子
さ
ん

※
対
象
の
ご
家
庭
に
は
、
事
前
に

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
９
月
11

日
㈮
ま
で
に
届
か
な
い
方
や
内
容

に
誤
り
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

酒
々
井
小
学
校
区

日　

時　
10
月
９
日
㈮
（
受
け
付

け
）
12
時
20
分
～
12
時
35
分

会　

場　
酒
々
井
小
学
校

大
室
台
小
学
校
区

日　

時　
10
月
６
日
㈫
（
受
け
付

け
）
12
時
30
分
～
12
時
45
分

会　

場　
大
室
台
小
学
校

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
学
校

教
育
班
☎

３
１
２

　
農
作
物
の
収
穫
時
期
を
迎
え
有

害
鳥
獣
捕
獲
駆
除
（
カ
ラ
ス
、
ド

バ
ト
、
ス
ズ
メ
の
駆
除
）
事
業
を

実
施
し
ま
す
。　
　
　
　

捕
獲
期
間　
９
月
１
日
㈫
～
９
月

30
日
㈬

捕
獲
区
域　
市
街
地
付
近
を
除
く

町
内
の
水
田
・
畑
地
全
域

　
こ
の
時
期
は
、
近
隣
市
町
で
も

有
害
鳥
獣
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
経
済
環
境
課
農
政

振
興
班
☎

３
４
１
、３
４
３

総務

実
施
期
間　

９
月
21
日
㈪
～
９
月
30
日
㈬

有
害
鳥
獣
捕
獲

駆
除
事
業
の
実
施

経済
環境

9月10日 下水道の日
  『マンホール 町をきれいにするとびら』

も
に
、
高
齢
者
に
対
す
る
保
護
・

誘
導
活
動
を
推
進
す
る
な
ど
、
一

人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
ま
す
。

運
動
の
重
点
目
標

〇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通

事
故
防
止

〇
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
運
転
中
の
交
通
事
故
防
止

〇
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

〇
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
危
機
管
理

室
☎

２
１
６

上下
水道
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移
動
交
番
は
各
種
届
け
出
の
受

理
や
周
辺
の
警
戒
、
巡
回
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
実
情

に
沿
っ
た
情
報
発
信
や
犯
罪
抑
止

活
動
を
行
い
ま
す
。

開
設
予
定
日
時
と
場
所

Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー

９
月
10
日
㈭　
14
時
～
15
時
30
分

９
月
30
日
㈬　
14
時
～
15
時
30
分

酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト

９
月
２
日
㈬　
14
時
～
15
時
30
分

９
月
28
日
㈪　
14
時
～
15
時
30
分

ス
ー
パ
ー
タ
イ
ヨ
ー
酒
々
井
店

９
月
７
日
㈪　
10
時
～
11
時
30
分

９
月
23
日
㈬　
10
時
～
11
時
30
分

※
諸
事
情
に
よ
り
開
設
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ　
佐
倉
警
察
署
地
域

課
移
動
交
番
係
☎
（
４
８
４
）
０

１
１
０

９
月
の

移
動
交
番
開
設
日

　
使
用
し
た
井
戸
水
を
、
町
公
共

下
水
道
に
排
水
し
て
い
る
方
で
、

井
戸
に
メ
ー
タ
器
を
設
置
し
て
い

な
い
方
は
、
お
住
ま
い
の
方
の
人

数
に
よ
り
汚
水
量
を
認
定
し
使
用

料
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

汚
水
量
の
認
定
方
法

①
井
戸
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
世
帯
員
一
人
に
つ
き
１

カ
月
８
立
方
メ
ー
ト
ル
を
汚
水
量

と
認
定
し
ま
す
。

②
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
し
て

い
る
場
合
は
、
上
水
道
の
使
用
水

量
に
世
帯
員
一
人
に
つ
き
１
カ
月

４
立
方
メ
ー
ト
ル
を
加
算
し
た
も

の
を
汚
水
量
と
認
定
し
ま
す
。

※
人
数
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
先　
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ

ッ
ツ
㈱
☎
（
４
９
６
）
６
９
６
９

問
い
合
わ
せ　
上
下
水
道
課
工
務

班
☎
（
４
９
６
）
７
７
２
５

上下
水道

井
戸
水
を
下
水
道
に

　
　
　
　
　
排
水
し
て
い
る
方
へ

９月２日 町議会開会予定

　９月定例会は、９月２日㈬から開催され
る予定です。会期の概要は、町議会ホーム
ページやポスターでお知らせします。
　なお、新型コロナウイルス感染症予防対
策として、本会議場内で傍聴できる人数を
７人までに制限しています。傍聴を希望さ
れる方は感染症予防対策へのご協力をお願
いします。
　また、役場中央庁舎耐震補強等改修工事
の実施に伴い、議場は分庁舎２階第２多目
的室に移転しています。
　議会の日程などの詳細は、議会事務局に
お問い合わせください。
問い合わせ　議会事務局☎ ２７１、２７
２

医
療
法
人
社
団

　千
葉
光
徳
会

千
葉
し
す
い
病
院

 

ご
あ
い
さ
つ

　初
め
ま
し
て
。

　本
日
は
「
千
葉
し
す
い
病
院
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

当
院
の
前
身
は
、
千
葉
県
富
里
市

の
３
１
１
床
の
療
養
型
病
院
「
中

沢
病
院
」
で
、
今
回
、
令
和
元
年

12
月
に
当
地
に
「
千
葉
し
す
い
病

院
」
と
し
て
新
築
移
転
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

２
７
０
床
の
療
養
型
病
床
に
加

え
、
新
た
に
41
床
の
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
開
設
い

た
し
ま
し
た
。

　回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
と
は
、
脳
血
管
障
害
や
下
肢

の
骨
折
手
術
後
な
ど
急
性
期
の
治

療
後
の
患
者
様
に
、
集
中
的
な
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、Ａ

Ｄ
Ｌ
の
向
上
、
寝
た
き
り
の
防
止
、

家
庭
復
帰
を
目
指
し
、
医
師
・
看

護
師
・
看
護
助
手
・
ク
ラ
ー
ク
・

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言

語
療
法
士
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
チ
ー
ム
で
医
療
に
取
り
組

ん
で
い
る
病
棟
で
す
。

　ま
た
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
有
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
退

院
後
も
シ
ー
ム
レ
ス
に
て
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
態

勢
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。

　皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
充

実
し
た
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

　周
辺
医
療
機
関
と
緊
密
に
連
携

し
診
療
体
制
を
充
実
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〒285-0905千葉県印旛郡酒々井町上岩橋1160-2
TEL：043-481-8111　FAX：043-481-8119
アクセス：JR酒々井駅・京成酒々井駅 から 徒歩 10分
※駅前ロータリー　当院バス停前より送迎あり

 

平
井

　博

　副
院
長

整
形
外
科
部
長

診療時間

内科

循環器内科
完全予約制
整形外科

皮膚科

泌尿器科

９：00

14：00

９：00

10：00

９：00

14：00

～
～
～
～
～
～

12：00

16：00

12：00

11：30

12：00

16：00

月

◎

◎

―

◎

―

―

火

◎

◎

―

◎

―

◎

水

◎

◎

―

―

―

◎

木

◎

◎

―

◎

―

―

金

◎

◎

◎

―

◎

―

広告
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温
泉
は
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

る
日
本
の
文
化
で
、
日
本
は
温
泉

大
国
と
も
表
現
さ
れ
ま
す
。
各
地

で
特
徴
が
異
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

色
や
匂
い
、
効
能
を
持
っ
て
い
ま

す
。
講
座
を
通
じ
、
温
泉
の
歴
史

や
効
能
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
せ

ん
か
。

日　

時　
10
月
14
日
㈬　
10
時
～

11
時
30
分

講　

師　

日
本
温
泉
文
化
協
会

会　

場　
中
央
公
民
館　
研
修
室

対　

象　
町
内
在
住
・
在
勤
者

定　

員　
10
人
（
申
し
込
み
先
着

順
）

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
９
月
30
日
㈬
17
時
ま

で
に
中
央
公
民
館
へ
電
話
、
ま
た

は
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館

☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

期　

日　
12
月
20
日
㈰

会　

場　
成
田
市
宗
吾
霊
堂
本
堂

裏コ
ー
ス

10
マ
イ
ル
の
部
⋮
宗
吾
霊
堂
か
ら

成
田
市
大
竹
折
返
し

10
キ
ロ
の
部
⋮
宗
吾
霊
堂
か
ら
成

田
市
船
形
折
返
し

種　

目　

10
マ
イ
ル
の
部
（
計
２
部
門
）

・
男
子
⋮
一
般
・
学
生

・
女
子
⋮
一
般
・
学
生

※
70
歳
ま
で

10
キ
ロ
の
部
（
計
９
部
門
）

・
男
子
⋮
高
校
生
、
30
～
80
歳
年

代
別

・
女
子
⋮
高
校
生
・
学
生
、
一
般

参
加
費　
10
キ
ロ
の
部
に
参
加
す

る
男
子
高
校
生
、
女
子
高
校
生
・

学
生
は
２
５
０
０
円
。
10
マ
イ
ル

の
部
に
参
加
す
る
学
生
は
３
５
０

０
円
。
そ
の
他
は
３
８
０
０
円
。

募
集
人
数　
各
コ
ー
ス
１
０
０
０

人申
し
込
み　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
生

涯
学
習
課
窓
口
に
設
置
）
に
同
封

の
振
替
用
紙
を
郵
送
か
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

 https://

　

町
で
は
、
酒
々
井
町
青
樹
堂

（
中
央
公
民
館
主
催
事
業
）
と
し

て
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
随
時
中
央

公
民
館
窓
口
に
て
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
日
本
語
を
勉
強

し
た
い
ご
友
人
な
ど
に
も
ぜ
ひ
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

日　

時　
原
則
毎
週
土
曜
日
の
14

時
～
16
時
※
９
月
は
５
日
、
26
日

に
実
施
予
定
で
す
。

会　

場　
中
央
公
民
館

内　

容　

日
本
語
の
読
み
書
き
・

会
話
、
お
互
い
の
国
の
文
化
交
流

対　

象　
原
則
、
町
内
在
住
の
外

国
籍
で
日
本
語
を
学
び
た
い
方

参
加
費　
無
料

指
導
者　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

※
事
前
に
ど
の
程
度
日
本
語
が
で

き
る
の
か
相
談
し
て
い
た
だ
く

と
、
指
導
の
準
備
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館

☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

runnet.jp/

申
込
締
切　
10
月
31
日
㈯

問
い
合
わ
せ　
千
葉
県
印
旛
陸
上

競
技
ク
ラ
ブ　
木
村
俊
幸
☎
０
８

０
（
３
０
２
７
）
７
６
９
０

酒
々
井
町
青
樹
堂

講
話

  ﹁
日
本
の
温
泉
文
化
﹂

10
マ
イ
ル
を
駆
け
抜
け
よ
う

関
東
10
マ
イ
ル・10
キ
ロ

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

コ
ス
モ
ス
会

外
国
人
の
た
め
の

　
　
　
日
本
語
教
室

広告
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７
月
15
日
、
社
会
福

祉
法
人
鼎
、
㈱
第
一
ホ

ー
ム
、
八
潮
建
設
㈲
、

高
木
測
量
㈱
の
各
事
業

者
の
協
賛
に
よ
り
、
㈲

イ
ー
キ
ュ
ー
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
か
ら
町
に
証

明
書
の
交
付
な
ど
に
用

い
ら
れ
る
窓
口
用
封
筒

１
万
枚
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
封

筒
は
、
税
務
住
民
課
の

窓
口
で
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
財

政
課
管
財
班
☎

２
２

６

▲（写真左から）㈲イーキューエンタープライズ、八潮建設㈲、小坂町長、
高木測量㈱、社会福祉法人鼎、齋藤副町長

４
事
業
者
の
協
力
で

　
　
　
　
　
窓
口
用
封
筒
を
寄
贈

短 歌

俳 句
蜘
蛛
の
囲
の
ほ
こ
ろ
び
ゐ
る
も
露
ひ
か
る　
　
鈴
木　
遊
琴

群
れ
烏
来
て
老
鴬
の
声
や
み
し　
　
　
　
　
　
梅
澤　
波
葉

大
鯖
や
海
色
の
ま
ま
切
ら
れ
け
り　
　
　
　
　
樺
山　
資
亮

苔
深
し
埋
れ
た
ま
ま
の
石
仏　
　
　
　
　
　
　
荒　
　
裕
子

梅
雨
茸
蹴
散
ら
か
し
た
く
な
る
不
思
議　
　
　
榎　
　
利
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 

（
投
句
順
）

コ
ロ
ナ
禍
に
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
色
変
り
不
安
持
ち
つ
つ
都
会
は
動
く　
　
　
　
近
藤　
教
子

雑
と
な
る
一
人
暮
し
の
食
卓
に
じ
ゃ
が
い
も
一
つ
ほ
っ
こ
り
ぬ
く
し　
　
　
　
　
　
山
内　
千
枝

待ま

つ

よ

い

宵
草
の
つ
ぼ
み
の
今
し
ほ
ど
け
ゆ
く
梅
雨
の
晴
れ
間
の
庭
の
夕
づ
く　
　
　
　
　
竹
下　
康
子

毎
日
を
テ
レ
ビ
三
昧
自
粛
中
時
代
劇
づ
け
懐
か
し
く
見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
嶋
慶
子

文芸コーナー

　
７
月
16
日
、
京
成
電
鉄
㈱
役
員
有

志
の
皆
さ
ま
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
支
援
物

資
と
し
て
、
マ
ス
ク
５
０
０
０
枚
の

寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
京
成
電
鉄
㈱
役
員
有
志

代
表
の
金
子
取
締
役
が
町
を
訪
問
さ

れ
、「
社
と
し
て
酒
々
井
町
民
の
皆

さ
ま
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
為
、

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
マ
ス

ク
を
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
今
後
も
安
心
し
て
鉄
道
を
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
利
便
性
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。」
と
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク

は
、
災
害
時
の
避
難
所
用
と
し
て
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
成
電
鉄
㈱
役
員
有
志
の
皆
さ
ま
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

マ
ス
ク
の
寄
贈

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
企
画
・
地
方
創
生
推
進
室

☎

２
２
４

　社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会へ、次のとおり
ご寄附をいただきました。（敬称略）
(金銭)・匿名４件　　　４万７千10円

ありがとう

▶
京
成
電
鉄
㈱
役
員
有
志
代
表
　
金
子
庄
吉
様（
写
真
左
）



　
本
佐
倉
城
下
「
佐
倉
」
は
二
度

の
移
り
変
わ
り
で
、
戦
国
の
城
下

風
景
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

「
佐
倉
」か
ら「
本
佐
倉
」へ

歴史散歩
千葉氏と本佐倉城

本佐倉城下を歩く
　
延え

ん
と
く徳
２
（
１
４
９
０
）
年
、
本

佐
倉
城
に
城
下
町
が
誕
生
し
て
か

ら
今
年
で
５
３
０
年
、「
佐
倉
」

と
呼
ば
れ
た
こ
の
町
は
天
正
18

（
１
５
９
０
）
年
ま
で
の
１
０
０

年
間
、
下
総
の
商
業
の
中
心
と
し

て
繁
栄
し
ま
し
た
。　

　
し
か
し
、
本
佐
倉
城
主
の
千
葉

氏
が
滅
び
、
新
た
な
領
主
と
な
っ

た
徳
川
家
康
は
城
と
城
下
を
大
改

造
し
ま
す
。「
佐
倉
」
の
中
心
に

空
堀
で
囲
ま
れ
た
御
殿
「
大
堀
陣

屋
」
が
造
ら
れ
、
周
辺
に
は
侍
屋

敷
が
立
ち
並
び
ま
す
。

　
商
業
の
町
「
佐
倉
」
は
佐
倉
藩

の
中
心
地
・
藩
庁
の
地
と
な
り
、

家
康
は
五
男
武
田
信
吉
を
藩
主
と

し
ま
す
。
文
禄
元
（
１
５
９
２
）

年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
慶
長

16
（
１
６
１
１
）
年
に
新
た
な
佐

倉
城
の
築
城
が
開
始
さ
れ
、
数
年

後
に
城
と
侍
屋
敷
が
移
転
す
る

と
、
町
は
「
本
佐
倉
町
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
初
期
に
建
立
さ
れ
た

寺
院
を
除
く
と
11
カ
寺
と
な
り
ま

す
。

　
現
在
、
吉
祥
寺
、
経
胤
寺
、
妙

胤
寺
、
清
光
寺
を
除
き
建
物
も
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
本

佐
倉
城
の
南
に
広
が
る
11
カ
寺
は

城
下
町
の
名
残
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
寺
々
は
千
葉
氏
や
家

臣
た
ち
所
縁
の
寺
院
で
す
。
こ
の

ほ
か
妙
見
社
、
神
明
社
、
天
神
、

市
神
な
ど
の
神
社
も
城
下
の
名
残

り
で
す
。

　
か
つ
て
寺
々
と
神
社
の
周
辺
に

は
、
鍛
冶
や
大
工
な
ど
の
職
人
や

問
屋
や
輸
送
業
者
の
店
が
立
ち
並

城
下
の
名
残

び
、
定
期
的
に
開
か
れ
た
市
で
は

塩
や
炭
、
布
な
ど
が
商
わ
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。

　
宝
暦
８
（
１
７
５
８
）
年
、
城

下
仲
宿
の
畑
か
ら
約
１
万
４
千
枚

の
銭
が
見
つ
か
り
ま
し
た
（﹃
佐

倉
藩
紀
氏
雑
録
﹄）。
銭
約
１
万
４

千
枚
は
米
６
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
が

買
え
る
金
額
で
す
。
城
下
の
両
替

商
か
質
屋
が
隠
し
た
銭
な
の
で
し

ょ
う
か
。

　
「
次
回
は
番
外
編
４　

本
佐
倉

城
を
歩
く
２
」

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
歴
史
資
源

活
用
担
当
☎

２
０
７

の
名
残
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。

　
本
佐
倉
城
下
で
あ
っ
た
現
在
の

上
本
佐
倉
と
本
佐
倉
に
は
、
13
の

寺
院
が
あ
り
ま
し
た
（﹃
酒
々
井

町
史
通
史
編
下
﹄
他
）。

寺
院
名

経
歴
・
開
基

吉
祥
寺

佐
倉
五
カ
寺
＊

文
殊
寺

佐
倉
五
カ
寺
＊

経
胤
寺

康
治
２

（
１
１
４
３
）
年

妙
胤
寺

正
安
元

（
１
２
９
９
）
年

善
龍
寺

正
安
３

（
１
３
０
１
）
年

長
勝
寺

文
明
３

（
１
４
７
１
）
年

清
光
寺

弘
治
２

（
１
５
５
６
）
年

光
徳
院

勝
胤
寺
末
寺

常
光
寺

吉
祥
寺
末
寺

長
徳
寺

詳
細
不
明

永
禄
８（
１
５
６
５
）

年
印
東
庄
佐
倉

龍
性
院

文
殊
寺
末
寺

天
正
年
間
（
１
５
７

３
～
１
５
９
２
年
）

善
法
院

清
光
寺
末
寺

文
禄
元
年

（
１
５
９
２
年
）

浄
真
寺

清
光
寺
末
寺

慶
長
年
間
（
１
５
９

６
～
１
６
１
５
年
）

＊
印
の
佐
倉
五
カ
寺
と
は
千
葉
氏

の
祈
願
寺
で
あ
り
、
長
徳
寺
と
龍

性
院
は
所
在
地
不
明
で
す
。

※網掛けは城下推定範囲、本佐倉町（上宿、仲宿、
外宿、大堀、向台、西台）と本佐倉村（猿楽場）、
万千代殿ヤシキとは家康五男武田信吉の大堀陣屋

（佐倉藩庁）
『成田参詣記』安政五（１８５８）年　本佐倉村千
葉家故城図に加筆
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酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ

注
意
事
項

・
受
付
時
間
な
ど
は
医
療
機
関
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
個
別
検
診
か
、
集
団
検
診
の
ど
ち
ら
か
の

み
受
診
で
き
ま
す
。
ど
ち
ら
も
検
診
内
容
は

同
じ
で
す
。

・
10
月
の
大
腸
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
９
月

25
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
広
報
７・
８
月
号
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
昨
年
度
受
診
さ
れ
た
方
に
は
、

９
月
中
旬
頃
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

受
診
期
限　
令
和
３
年
３
月
15
日
㈪
ま
で

実
施
場
所　
町
内
契
約
医
療
機
関
〈
表
〉

対　

象　
40
歳
以
上
（
昭
和
56
年
３
月
以
前

生
ま
れ
）
の
方

※
以
前
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た

方
、
お
よ
び
肝
炎
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方

は
こ
の
検
診
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

検
診
費
用　
無
料

申
込
方
法　
必
要
事
項
（
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
）
を
記
入
し
、

次
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
電
話
②
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
③
フ
ァ
ク
ス

※
後
日
受
診
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
受
診

票
を
持
参
し
、
町
内
契
約
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
12
月
25
日
㈮
ま
で

※
今
年
度
40
、
45
、
50
、
55
、
60
、
65
、
70
、

75
、
80
、
85
、
90
、
95
、
１
０
０
歳
以
上
に

な
る
方
に
は
、
８
月
に
受
診
票
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
皆
さ
ん
は
健
診
結
果
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
ま
す
か
？
結
果
の
見
方
に
つ
い
て
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
ご
自
身
の
結
果
票

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
検
査
項
目
の
値
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
検
査
項
目
に
は
そ
れ
ぞ
れ
基
準
値
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
各
項
目
の
値
を
基
準
値
と

見
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
基
準
値
か
ら
外
れ
て
い
る
項
目
は
あ
り
ま

す
か
？

　

基
準
値
か
ら
外
れ
て
い
る
項
目
に
注
目

し
、
何
の
検
査
項
目
な
の
か
を
知
り
ま
し
ょ

う
。
次
に
、
基
準
値
と
ど
の
く
ら
い
の
差
が

あ
る
の
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
受
診
が
必
要

な
値
の
場
合
は
、
結
果
票
を
持
っ
て
必
ず
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

③
過
去
の
値
と
比
べ
て
ど
う
で
す
か
？

　
結
果
が
基
準
値
の
範
囲
で
も
、
年
々
高
く

な
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
低
く
な
っ
て
い

て
、
基
準
値
か
ら
外
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る

と
き
は
危
険
信
号
で
す
。
今
の
生
活
習
慣

（
運
動
、
食
事
な
ど
）
に
問
題
は
な
い
か
チ

ェ
ッ
ク
し
、
思
い
当
た
る
こ
と
か
ら
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

大
腸
が
ん
検
診
の
個
別
検
診
が

９
月
15
日
㈫
か
ら
始
ま
り
ま
す

健
康
診
断
の
結
果
は
い
か
が
で
す
か
？

自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
撃
退
！

特
定
保
健
指
導

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

実
施
し
ま
す

　
大
腸
が
ん
検
診
の
個
別
検
診
が
医
療
機
関

で
受
診
で
き
ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
契

約
医
療
機
関
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

大
腸
が
ん
検
診
は
１
年
に
１
度
受
診
す
る
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
診
期
間　
９
月
15
日
㈫
か
ら
令
和
３
年
３

月
15
日
㈪
に
検
便
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所　
町
内
契
約
医
療
機
関
〈
表
〉

検
診
内
容　
大
腸
が
ん
検
診（
便
潜
血
検
査
）

対　

象　
40
歳
以
上
（
昭
和
55
年
12
月
31
日

以
前
生
ま
れ
）
の
方

検
診
費
用　
７
０
０
円
（
無
料
に
な
る
方
は

い
ま
せ
ん
。）

受
診
方
法　
契
約
医
療
機
関
へ
あ
ら
か
じ
め

電
話
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
保
険
証
を

持
参
の
う
え
、
受
診
票
と
検
査
容
器
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
採
便
後
、
検
便
と
受
診

票
を
医
療
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
方
に
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

組
合
や
共
済
組
合
な
ど
で「
特
定
健
康
診
査
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
血
圧
が
ち
ょ
っ
と
高

い
」「
少
し
太
り
ぎ
み
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
の

検
査
項
目
が
多
い
と
、
脳
卒
中
や
心
疾
患
に

な
る
危
険
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　
「
特
定
保
健
指
導
」
は
、
特
定
健
康
診
査

の
結
果
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内

臓
脂
肪
型
肥
満
）
ま
た
は
そ
の
予
備
群
と
判

定
さ
れ
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
生
活
習

慣
病
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
方
に
対
し

て
、
健
康
づ
く
り
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
（
保
健

師
、
管
理
栄
養
士
）
が
生
活
習
慣
を
見
直
す

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
も
の
で
す
。

　
町
の
特
定
健
康
診
査
を
受
け
た
方
で
、
特

定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
は
、
健

診
を
受
け
た
医
療
機
関
か
ら
特
定
保
健
指
導

の
お
す
す
め
の
連
絡
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
健
康
な
生

活
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　厚生労働省では９月を健康増
進普及月間としています。皆さ
ん、普段の生活習慣を見なおし、
健康寿命を延ばしましょう。
　　  １に運動　２に食事　
　しっかり禁煙　最後にクスリ
　　  ～健康寿命の延伸～
問い合わせ　保健センター

9月1日〜30日までは
健康増進普及月間です

＜表＞町内契約医療機関

医療機関名 電話番号

まえだ医院 ☎（４９６）３６１０

しすい整形クリニック ☎（４８１）６６１１

酒々井虎の門クリニック ☎（３１０）７０２１

千葉しすい病院 ☎（４８１）８１１１
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９
月
は
が
ん
征
圧
月
間
で
す
。

　
い
ま
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
生
涯
に

一
度
は
が
ん
を
患
い
、
３
人
に
１
人
が
、
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
、
が
ん

と
か
か
わ
り
の
な
い
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が

難
し
い
時
代
で
す
。
し
か
し
、
が
ん
を
早
期

に
見
つ
け
て
適
切
な
治
療
を
受
け
る
と
、
治

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
カ

ギ
は
検
診
で
す
。
国
が
勧
め
る
検
診
は
胃
が

ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
の
５
つ
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
受
診

率
は
30
～
40
％
と
低
く
、
国
の
目
標
50
％

（
胃
・
肺
・
大
腸
は
当
面
40
％
）
に
ほ
ど
遠

い
の
が
実
情
で
す
。
治
る
段
階
の
が
ん
で
見

つ
け
る
た
め
に
も
、
症
状
が
な
い
と
き
に
が

ん
検
診
を
継
続
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
県
で
は
、
原
爆
被
爆
二
世
に
対
す
る
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

対　

象　
原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、
県
内
に

住
所
を
有
し
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

実
施
期
間　
令
和
３
年
２
月
28
日
㈰
ま
で

申
込
方
法　
封
書
ま
た
は
は
が
き
で
「
二
世

健
康
診
断
希
望
」
と
明
記
し
、
受
診
希
望
者

の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
お
よ
び
被
爆
者
で
あ
る
親
の
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
被
爆
者
健
康
手
帳

番
号
（
７
桁
の
受
給
者
番
号
）
を
記
入
し
、

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
令
和
３
年
１
月
29
日
㈮
必
着

※
受
診
票
な
ど
は
後
日
送
付
し
ま
す
。
な

お
、
検
査
に
よ
っ
て
は
一
部
自
己
負
担
金
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今月の行事

予防接種　委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・不活化ポリオ・
３種混合・４種混合・日本脳炎・ヒブ・
小児用肺炎球菌・水痘・B型肝炎

小学校６年生 ジフテリア破傷風混合
小学校６年生～
高校 1年生女子 ヒトパピローマウイルス感染症

成人・高齢者 麻しん風しん混合・肺炎球菌

◎印旛市郡小児初期急病診療所（0～ 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受け付けは、診療終了の15分前までです。
　受診の際は、必ず受付時間内でお願いします。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時～翌日6時
☎＃8000　ダイヤル電話からは☎（242）9939
◎救急安心電話相談 平日、土曜日：18時～翌日6時
日曜日、祝日、GW、年末年始：９時～翌日6時
☎＃7009　ダイヤル電話からは☎０３（6735）8305

診療日時
診療日 診療時間

月曜日～土曜日 19時～翌日６時
日曜日・祝日

12月29日～１月３日
９時～17時

19時～翌日６時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内　　科
小 児 科

月曜日～土曜日 19時～23時
日曜日・祝日・振替休日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時
19時～23時

外　　科
日曜日・祝日・振替休日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

歯　　科  ９月21日、 22日 10時～17時

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受け付けは、診療終了の15分前までです。

日 内　　　容 受付時間・会場

８日㈫
乳
児
相
談

10カ月児　※予約制
Ｒ１. 10月生

９時～11時30分
保健センター

４カ月児　※予約制
Ｒ２. ４月生

13時10分～15時30分
保健センター

18日㈮ ３歳児健康診査
Ｈ29. ２・３月生

13時～13時30分
保健センター

７日㈪
14日㈪
28日㈪

健康相談・歯科健康相談 ９時30分～11時
保健センター

※来診する際は、事前に電話を入れ、保険証を持参してください。 

い
つ
受
け
る
？

声
か
け
し
よ
う
、
が
ん
検
診

原
爆
被
爆
二
世

健
康
診
断
に
つ
い
て

※
昨
年
度
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
６
月
下

旬
に
受
診
票
な
ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
千
葉
県
健
康
福

祉
部
健
康
福
祉
指
導
課
援
護
班

〒
２
６
０

－

８
６
６
７
（
住
所
省
略
可
）

☎
（
２
２
３
）
２
３
４
６

　
「
９
月
10
日
の
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」に
ち

な
ん
で
、
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の

一
週
間
を
自
殺
予
防
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

自
殺
を
防
ぐ
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と　

大
切

な
人
に
・
身
近
な
人
に
心
を
ひ
ら
い
て
も
ら

う
方
法

気
づ
き　
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い
て

声
を
か
け
る

傾
聴　
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳
を
か

た
む
け
る

つ
な
ぎ　
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う

促
す

見
守
り　
暖
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
と
見
守
る

相
談
窓
口　
千
葉
い
の
ち
の
電
話
☎
（
２
２

７
）
３
９
０
０
、千
葉
い
の
ち
の
電
話
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
相
談

 https://www.
chiba-inochi.jp/

個
人
対
面
相
談　
奇
数
月
の
第
３
金
曜
日　

13
時
～
16
時
に
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
千
葉
い
の
ち
の

電
話
事
務
局
（
☎
２
２
２

－

４
４
１
６
、
月

～
金
曜
日
９
時
～
17
時
受
け
付
け
）
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

９
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

　
保
健
セ
ン
タ
ー

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・延期
となる場合があります。ご理解・ご協力をお願いします。
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朝市・夕市（毎週日曜日開催）朝　市＝役場駐車場（6時30分～）　　夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）　木曜市　木曜市＝旧東酒々井直売所（10時～正午）

I N F O M A T I O N

９月の各種相談
相 談 名 日 時 ・ 会 場 予約・問い合わせ など

心配ごと相談
 ３日㈭、17日㈭　13時～16時
社会福祉協議会の窓口までお越しください。

社会福祉協議会　☎（４９６）６６３５
※町内在住の方に限ります。
※どちらの相談も相談日の３日前までに電話予約が必要です。

（先着順１日６件まで）法律相談
10日㈭、24日㈭　13時～16時
社会福祉協議会の窓口までお越しください。

人権相談  ８日㈫　13時～16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３８
相談員・小出喜市さん、里見弘美さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３８
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター☎（４８６）５９９１
　　　　　　　　　     （２２２）４１３３
健康福祉課福祉班☎ １３５

生活困窮相談
 １日㈫　９時30分～16時
15日㈫　役場西庁舎１階（社会福祉協議会） 健康福祉課福祉班☎ １３４

子ども相談（町） 18日㈮　13時～15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談

月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 学校教育課学校教育班☎ ３１１
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 原則木・金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※相談を希望される場合は、事前にご連絡ください。

消費生活相談
 １日㈫、８日㈫、 15日㈫　役場中央庁舎１階会議室
29日㈫（１日と８日は町民相談室）10時～15時 経済環境課商工観光班☎ ３４６

子育て電話相談
岩橋保育園　月曜日～金曜日（祝休日を除く）
　　　　　　９時～17時中央保育園　※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談 10日㈭　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課国保年金班☎ １２１・１２２

自衛官募集
応　募　対　象 応　募　資　格 受　付　期　間

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 10 月 １ 日㈭～
10 月 30 日㈮

自衛官候補生 18 歳以上 33 歳未満の者（32 歳の者は、採用予定月の１日から起
算して３月に達する日の翌月の末日現在、33 歳に達していない者） 年間

防衛大学校学生
推薦

18 歳以上 21 歳未満の者
高卒（見込み含む）または高専３年次修了（見込み含む）で成績優
秀かつ生徒会活動などに顕著な実績を修め、学校長が推薦できる者

９月 ５ 日㈯～
９月 11 日㈮

総合選抜 18 歳以上 21 歳未満の者（自衛官は 23 歳未満）
高卒者（見込み含む）または高専３年次修了者（見込み含む）一般  ７月 １ 日㈬～

10 月 22 日㈭

防衛医科大学校医学科学生 18 歳以上 21 歳未満の者
高卒者（見込み含む）または高専３年次修了者（見込み含む）

 ７月 １ 日㈬～
10 月 ７ 日㈬

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

18 歳以上 21 歳未満の者
高卒者（見込み含む）または高専３年次修了者（見込み含む）

 ７月 １ 日㈬～
10 月 １ 日㈭

陸上自衛隊高等
工科学校生徒

推薦 男子で中卒（見込み含む）17 歳未満の成績優秀かつ生徒会活動な
どに顕著な実績を修め、学校長が推薦できる者

11 月 １ 日㈰～
11 月 30 日㈪～

一般 男子で中卒（見込み含む）17 歳未満の者 　　11 月 １ 日㈰～
令和 ３ 年 １ 月 ６ 日㈬

貸費学生 技術
大学の理学部、工学部（※）の３・４年次または大学院（専門職大
学院を除く）修士課程在学（正規の修学年限を終わる年の４月１日
現在で 26 歳未満（大学院修士課程在学者は 28 歳未満）

　　10 月 １ 日㈭～
令和 ３ 年 １ 月 15 日㈮

※理学部、工学部に類する学部も応募資格に該当する場合がありますので、お問い合わせください

詳細は自衛官募集ホームページなどでご確認ください。
問い合わせ　自衛隊成田地域事務所☎０４７６（２２）６２７５
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朝市・夕市（毎週日曜日開催）朝　市＝役場駐車場（6時30分～）　　夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）　木曜市　木曜市＝旧東酒々井直売所（10時～正午）

◉　インフォメーション　◉9月の子育て支援
活用カレンダー

子育て支援センター あいあい

しょうえんこども こそだてルーム

新型コロナウイルス感染症を防ぐため、当面は予約制とす
るなどの予防策を講じています。詳細はご確認ください。

利用時間・利用者数　①10時～11時30分②14
時～15時30分（各12人※先着順）
予約方法　電話※利用の前の週から受け付け
受付時間　９時～17時（祝休日を除く月～土）

日 時 内  容
10日㈭ 10時 コンシェルジュ巡回相談

11日㈮ 10時 ママストレッチ（２組）
※Zoom参加、同時募集

15日㈫ ①10時
②10時30分

こども園体験『移動動物園』
※2週間前からの健康確認を
させて頂きます（各２組）

16日㈬ 
①９時②10時 はじめて見学会（各２組）

18日㈮ 10時
プレ保育～ぴよぴよ教室製
作遊び『小物入れ作り』、親
子遊び（５組）※要予約

26日㈯
10時～13時 土曜開放日（講演会★参照)

29日㈫ 11時 子育て講話（昭苑こども園
栄養士）『給食紹介』

24日㈭～30日㈬ 
９時

子育てリサイクルデー
※18日㈮、ブログ掲載

日 時 内  容
14日㈪ 作って遊ぼう『転がるガラガラ』
※誕生月のお子さんは手形を作成できます。
会場・問い合わせ　子育て支援センターあいあ
い☎（２９０）９７９０

利用時間・利用者数　①９時～９時45分②10
時～10時45分③11時～11時45分④13時～13
時45分⑤14時～14時45分（各２組）
※１組で利用をご希望の方は予約時にご連絡下さい。
予約方法　電話またはメール
受付時間　９時～15時（祝休日を除く月～金）

・乳児棟園庭開放　随時※要予約
・幼児棟園庭開放　９月4日㈮　10時～11時30分
　上段のみ※要予約
★９月26日㈯10時30分～12時30分※要予約
こそだて講演会「アドラー心理学～勇気付けのこそだて～」
会場　昭苑こども園（Zoomでも参加ができます。）
会場・問い合わせ　昭苑こども園☎（４９６）
３２３８、しょうえんこどもこそだてルーム ☎
０９０（３９０５）７４５１  kosodate55@shoen.ed.jp

活動場所 総合公園内テニスコート
（クレーコート２面）

募集対象 中学生以上の酒々井町在
住、在勤者

会費 入部金２,０００円（中高生
１,０００円）

・個人部員 月額５００円（中高生

２５０円）

・家族部員 月額７５０円

申込方法 活動場所で直接お申込み
ください。

問い合わせ 体育協会ソフトテニス
専門部 津田☎０９０（９３９３）

６９８２

「中退共」の退職金制度なら、

①国の掛金助成を受けられます。

②掛金は全額非課税。

③社外積み立てだから、管理がカン

タン！

パートさんのための特例掛金月額も

ご用意

中退共は中小企業で働く従業員のた

めの国の制度です。

＊他の退職金・企業年金制度等との

ポータビリティも可能です。

問い合わせ （独）勤労者退職金共済
機構中小企業退職金共済事業本部

（〒１７０－８０５５ 東京都豊島

区東池袋１－24－１、☎０３（６９

０７）１２３４、 ０３（５９５５）

８２１１）

 近年、役場には飼い主のいない猫

の保護や徘徊するペットの相談や苦

情が多く寄せられています。

 動物の愛護と適正な飼育について

の理解と関心を深め、この機会に

ペットの終生飼育などについて考え

てみましょう。

問い合わせ 経済環境課環境対策室
☎ ３４４

 定年後の働き

方について考え

ている、求職中

だが仕事がなか

なか見つからな

い、正社員以外

の働き方はどのようなものがあるか

知りたい、このような思いを持つ、

シニアの方を対象としたセミナーを

開催します。

 また、午後にはセミナー参加者を

対象に個別相談会（希望者は要事前

予約）もあります。

※本セミナーは雇用保険受給中の就

職活動実績となります。「雇用保険

受給者証」をお持ちの方は当日ご持

参ください。

日時 10月２日㈮ 10時～12時
会場 佐倉市志津コミュニティセン
ター（佐倉市井野７９４ー１）

対象 在職・求職中問わず概ね55
歳以上の方

定員 30人
参加費 無料
受付期間 ９月１日㈫～30日㈬
※新型コロナ対策のため、当日の検

温、手洗い、マスクの着用をお願いし

ます。

申し込み・問い合わせ 経済環境課
商工観光班☎ ３４６

 ソフトテニスを通じて、健康な体

力づくりと部員間の親睦を深める活

動をしています。老若男女、経験有

無を問いませんので、気軽にお立ち

寄りください。

活動日時 毎週水・土・日曜日の10時
～

シニアのキャリアデザイン
セミナー

催し・講座

みんなおいでよ！園庭開放
保育園 開催日 内 容 対象

岩橋保育園☎
（４８１）７０２１

９日㈬ 親子で体操
乳
幼
児
と
保
護
者

 23日㈬ エプロンシアター

中央保育園☎
（４９６）１２７４

２日㈬ 親子で体操
９日㈬ パネルシアター

 16日㈬ 読み聞かせ
 23日㈬ 親子で体操

対象　乳児と保護者
時間　９時～11時　問い合わせは各保育園へ

募　集

酒々井町ソフトテニス
部員募集

相　談

事業者の方へ
退職金のことちょっと考え

てみませんか？

９月20日から26日は
動物愛護週間です。



●蔵書検索はこちらから
　https://www.tosyokan.town.shisui.chiba.jp

9月のプリミエール酒々井

問い合わせ　プリミエール酒々井 ☎（４９６）８６８１
　　　　　　図書館　　　　　　☎（４９６）８６８２

休　館　日　文化ホール　７、14、23、24、28日
　　　　　　図書館　　  ７、14、17、23、24、28日
※一部サービスを制限し開館しています。詳細はお問い合わせください。

休日窓口開庁日今月の納期

納税には
便利な
口座振替を

国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第３期
第３期
第３期

9月27日㈰ 8時30分～12時
【税務住民課】住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登
録・戸籍届書の受付（転入・転出等の住民異動に係るもの
は除く）、納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税
相談、収納（町税・国民健康保険税）

納付期限　９月30日㈬まで

平
成
30
年
３
月
９
日
生

木
我 

風
音 

ち
ゃ
ん

り

　ん

き

　が

家族から一言

いつもたくさんの笑顔ありがとう!!

No.269

　７月26日、役場駐車場にて朝市出展者組合
のふれあい感謝デーが開催されました。
　販売スペースには、出展者の皆さんの新鮮な
農産物や手作りの漬物などが並び、お買物券が
当たるくじ引きも開催され、大人から小さい子
どもまで多くの方が来場されました。
　毎月実施されている朝市・夕市・木曜市の開
催場所・時間は、16・17ページをご覧ください。 　８月８日、酒々井町シルバー人材センター

会員有志の皆さん（10人）が、町内道路清掃
を行いました。この活動は４年前から、地域
貢献活動（地域の美化）の一環としてボラン
ティアで実施されています。当日は、８時30
分ごろからJR酒々井駅西口周辺と、京成
酒々井駅周辺のごみ拾いや伸びた草の除草
作業を実施。同センターでは、小学校の剪定
ボランティア活動も行っており、今後もさら
に町民の皆さんがより快適に暮らしていけ
るような地域貢献活動を増やしていく、との
ことでした。酒々井町シルバー人材センター
会員有志の皆さん、ありがとうございまし
た。

朝市出店者組合の
ふれあい感謝デー

酒々井町シルバー人材センターの皆さん

町内道路清掃を
 ボランティアで実施◆
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